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当院は、京都府宇治市(山城北医療圏)に位置し、高度救命救急センター、地域がん診療連携拠点

病院、地域医療支援病院、地域周産期母子医療センター、地域災害拠点病院の公的指定を受けた京

都府南部の基幹病院です。 

高度急性期から回復期、慢性期、在宅、介護まで安心・安全に暮らせる地域包括ケアシステムの

構築を目指しています。 

当院の初期研修は、研修医が主体となって診療に参加することを重視しています。特に独自の診

療科である救急総合診療科では、研修医が救急でのファーストタッチから入院患者の主治医として

の役割を担うことができます。これにより、初期対応から病棟管理まで、一貫した診療を経験でき

る体制を整えており、救急対応に加えて、内科的な処置や病棟管理のスキルも併せて習得すること

ができ、幅広い臨床能力を身につけることができるなど、総合的な診療能力を高めるための貴重な

機会を提供する環境が整っています。 

教育体制も充実しており、毎日の勉強会やカンファレンスを通じて知識の深化が図れます。さら

に、JATEC など、他の施設ではあまり行われない貴重なレクチャーも提供され、幅広い診療技術 

を習得することが可能です。 

宇治徳洲会病院での初期研修は、最 

前線での実践のみならず職員全員が 

「生命を安心して預けられる病院」 

「自分の家族にも受けさせたい医療」 

という病院理念を共有しており全人的 

医療の実践として研修環境も感じてい 

ただけると思います。 
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先輩の皆様のお便りをお待ちしています。連絡先が変更になった場合もご連絡をお願いします。 
【連絡先】鶴岡市立荘内病院臨床研修秘書 伊藤 江里子 

電話:0235-26-5111  Email:kenshu-secretary@shonai-hos.jp 

『荘内だより』荘内病院臨床研修通信 Vol.17 2024.8 
 

○ぜひ皆さんの周りの医学生に荘内病院を紹介してください!（できれば見学も…） 
○臨床研修関係のリクルートサイト・インスタグラム・募集動画などはこちらから  

New 
Face 

令和６年度採用 

 初 期 臨 床 研 修 医 紹 介 
①出身大学 ②出身地 ③趣味・特技 ④数ヶ月勤務してみての感想 ⑤今後の意気込み 

 
 
 
①新潟大学 
②埼玉県行田市 
③スポーツ観戦 
④上級医の先生はいつも丁寧に指導

してくださり、一日一日勉強にな
っています。また、庄内の方々は
患者さんも含めて温かい人が多く
恵まれた環境で実習できていると
日々実感しています。 

⑤学びの姿勢を忘れず、今後の研修
にも臨んで行きたいと思います。 

 
 
 
①東邦大学 
②神奈川県横須賀市 
③バレーボール 
④大変なこともありましたが何とか

頑張っています。 
⑤精一杯頑張ります! 

 
 
 
①山形大学 
②神奈川県横浜市 
③J リーグ観戦、お笑い鑑賞、 

サッカー指導 
④皆さんとても優しく、雰囲気が良

くてとてもありがたいです。 
鶴岡はご飯がおいしくて幸せ! 

⑤皆さんのお役に立てるように日々
精進いたします。 

かとう よしひさ 

加藤 悦久 
たけしま えいすけ 

武島 英資 
 わだ いっぺい 

和田 一平 

 
 
 
①東北医科薬科大学 
②山形県山形市 
③ゴルフ、筋トレ 
④学生時代には、教科書や講義で学

ぶことが中心でしたが、現場に出
てからは患者さん一人ひとりと向
き合う機会が飛躍的に増え、大き
な変化と充実感を感じています。 

⑤患者さんに対し、直接医療を提供
する責任の重さに身が引き締まる
思いであると同時に、庄内地域の
健康を守る一翼を担うことができ
る喜びを感じております。最善の
医療を提供するために全力を尽く
します。 

 
 
 
①山形大学 
②山形県鶴岡市 
③楽器演奏、カラオケ 
④大変な仕事が多いですが、日々の

成⾧を感じられ充実しています。 
⑤ご迷惑をおかけしております。少

しでも多くのことを学びとれるよ
うに頑張ります。 

 
 
 
①旭川医科大学 
②山形県鶴岡市 
③ゴルフ、ラジオを聴くこと 
④緊張の連続ですが、周りの方々に

支えらえて日々の仕事に取り組む
ことができています。また、患者
さんとの関わりや診療を通じて、
医療の奥深さと責任の重さを実感
しています。 

⑤１日１日を大切にしっかりと学
び、医療チームの一員として貢献
できるよう努力してまいります。
どうぞよろしくお願いいたしま
す。 

いとう そうぶん 

伊藤 宗文 
うめつ はるひこ 

梅津 陽光 
えんみ さとこ 

遠見 里子 


